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2018/6/23 第 23 回基礎体温計測推進研究会定例会報告 

2018 年７月 2 日 

基礎体温計測推進研究会事務局 

 

 

6 月 23 日（土）13 時半より東京・四ツ谷の主婦

会館 4F の会議室で開催した、第 23 回基礎体温計測

推進研究会定例会についてご報告いたします。 

どうしても毎年梅雨の時期に重なるので、夏の部の

定例会はいつも雨模様のお天気です。しかし、今回も

産婦人科・生体計測工学・生体生理工学など専門の研

究者のみなさん、企業のみなさんにご出席いただき、

中身の濃い勉強会となりました。 

最初に堀口貞夫会長より、入浴中の心電計測につい

てのご講演をいただく陳文西先生をご紹介いただきま

したが、80 代半ばとなった会長ご自身も、入浴中の

計測は、非常に興味のあるテーマであるとのことでし

た。 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

 

講演  

 「日常入浴中における心電信号の全自動計測とウェルネス管理システムの構築 
  会津大学 生体情報学講座 教授 陳 文西先生 

 

 陳先生は、研究会立ち上げ当初からの

メンバーで、生体計測とそのシステムに

ついて研究しておられます。 

今回は、今後加速する高齢社会での、

死亡原因、医療費の増大、入浴中の死亡

などに対応する社会的ニーズとして、入

浴中に背中側の電極で計測する方法「快

風」のシステムについてお話をいただき

ました。 

もともと、世界で初めての心電計は、

食塩水をはったバケツに足を入れて計測

したもので、Willem_Einthoven が                

1903 年に発明し、1924 年、ノーベル賞を授与されたそうです。 
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近年では、コードレスのウェアラブル心電計も様々開発されていますが、陳先生が戸川達男先生

の研究室で胸に貼り付けるコードレスセンサーを作製したのは 90 年代だったそうです。 

また、戸川先生の研究で、80 年代にはベッド式や浴槽式の心電計も研究されていたようです。 

 

 陳先生の今回のシステ

ムでは、浴槽壁に 15 個

の電極を配置し、実測信

号＋導出誘導で心電図を

自動計測するとのこと。 

 従来の心電図は心臓前

壁の信号から後壁を推測

するものでしたが、今回

の入浴中計測では、背中

側から心臓後壁信号を実

測（実測 17 誘導＋導出

6 誘導＝23 の誘導信号

を総合解析）すること

で、心臓前壁だけでなく

後壁に関連する疾患の検出感度を高められるそうです。 
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また、興味深かったのは、睡眠時の心電計測で基礎体温同様に月経周期とリンクした波形も確認

できたとのこと。ビッグデータを解析して宝の山を見つけ出し、ビジネス化するのは容易なことで

はありませんが、中国には「万才工程」という研究があり、「100 才×100 人」を対象に、長寿

の秘訣について調査しているとのことで、その結果によれば、共通するデータは特になく、「好き

に楽しく生きる」ことが共通、とのことでした。今後の先生のご活躍に期待しております。 

---------------------------------------------------------------------------------------- 

 

企業発表 「現代女性の月経周期の傾向と、新しい予測法」  

 キューオーエル株式会社 代表取締役  北沢 真澄さん 

 

企業発表は、やはり当研究会立ち上げからのメンバーで、衣服内温度計Ran's Nightを研究開発し商

品化したキューオーエル(株)代表の北沢真澄さんからの発表でした。 

平成26～29年度まで

国立研究開発法人情報通

信研究機構（NICT）委託

事業 「ソーシャル・ビッ

グデータ利活用・基盤技

術の研究開発 個別課題

名：月経周期と基礎体温

に基づく女性 健康予報シ

ステムの研究開発」を実

施する過程で集計した現

代女性の月経周期につい

てと、日々データを更新

することで、排卵期や次

回月経開始日の予測精度

をアップさせる方法につ

いてです。 
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2007～2014 年に Ran's Story に記録されたデータより、月経周期が計算できる

ユーザー5,546 人の 65,522 周期についてビッグデータとして集計・解析しました。

 

月経周期の分布のうち、真ん中の 80％範囲に当たるものは、50 年前の研究データ

では、25～36 日でしたが、今回の集計では 25～40 日と分布が広がっていました。

正常といわれる 25～38 日に該当する範囲を年代別に確認すると、30 代後半が一番

その範囲に当てはまっており、10 代 50 代は大きく外れる部分がありました。 

 

本研究会初代会長である故松本清一先生の半世紀前の研究と条件をそろえ、明らか

な 2 相性を示し、かつ高温期が 10 日以上確認できる 3000 周期で比較してみると、

分布グラフは同様に日数の長いほうに歪んでピークは 27～30 日の 4 日間でしたが、

20 歳以上で低温期が長くなる傾向が見られ、妊娠出産適齢期の 20～30 代では、平

均が 17.85 日→19.58 日になっており、今後さらにこの傾向が加速するのではない

か、次の半世紀先が心配とのことでした。  
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 共同研究をした統計数理研究所は、基礎体温を解析した結果から、月経

周期モデルを構築し、そのロジックを盛り込んだ Windows アプリを作

成、キューオーエル社ホームページからダウンロードしてスタンドアロー

ンでユーザーが利用できるようにしています。 

  また、24 時間、衣服内の温度・湿

度・気圧・動きを計測するウェアラブ

ルセンサも試作して、今後の開発につ

なげる様々なデータを収集したそうで

す。 

 

 最後に参考として、閉経前後 10 年間の基礎体温変動や男性の基礎体温変動などのデータを示

し、妊娠出産期だけではない、基礎体温計測の有用性をアピールしました。 

 

---------------------------------------------------------------------------------------- 
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研究会の後は、いつものように 8F に会場を移し、懇親会を行いました。戸川先生の乾杯のご挨

拶で始まり、美味しい食事をいただきながらの交流会。 

  

今回は、生気象学などの分野で体温研究の第一人者・人間環境大学の朝山正己先生、生体生理工

学の分野から日本大学工学部の村山嘉延先生など新しい研究者の参加をはじめ、メーカーやサービ

ス事業者など新規の企業メンバーも懇親会まで出席いただき、時間を忘れて充実した交流会とな

り、親睦を深めることができました。 

  

  

次回、第 24 回は、2018 年 12 月第 1 週の土曜日あたりで予定しております。みなさま半年

後も、ぜひご参加ください。またお目にかかるのを、楽しみにしております。 


